
   特定集団住宅等の取扱いに関する規程  

 

 （目的）  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 特 定 集 団 住 宅 等 に お け る 水 道 メ ー タ ー （ 以

下「メーター」という。）の個別検針及び水道料金の個別徴収に

つ い て の 取 扱 い を 定 め 、 も っ て 水 需 要 者 の サ ー ビ ス の 向 上 を 図

ることを目的とする。  

 （用語の定義）  

第 ２ 条  こ の 規 程 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 定 義 は 、 当

該各号に定めるものとする。  

 （ １ ）  特 定 集 団 住 宅 等  越 谷 ・ 松 伏 水 道 企 業 団 企 業 長 （ 以 下

「企業長」という。）が、貯水槽以下のメーターの個別検

針 及 び 個 別 徴 収 を 行 う こ と を 認 定 し た 中 高 層 住 宅 等 を い

う。  

 （ ２ ）  親 メ ー タ ー  配 水 管 か ら 貯 水 槽 ま で の 給 水 管 に 設 置 す

る平型メーターをいう。  

 （ ３ ）  子 メ ー タ ー  貯 水 槽 以 下 に 設 置 す る 平 型 メ ー タ ー 又 は

隔測メーターをいう。  

 （ ４ ）  集 中 検 針 シ ス テ ム  隔 測 メ ー タ ー か ら エ ン コ ー ダ ー 、

接 続 コ ー ド 、 中 継 ボ ッ ク ス 、 集 中 検 針 盤 ま で の 装 置 を い

う。  

 （ ５ ）  給 水 設 備  飲 料 水 等 を 供 給 す る た め の 、 貯 水 槽 以 下 の

配管設備をいう。  

 （ ６ ）  所 有 者  中 高 層 住 宅 等 の 所 有 者 及 び 管 理 組 合 等 を い う 。  

 （ ７ ）  個 別 検 針  個 別 世 帯 等 の 個 別 の 箇 所 に つ い て 、 企 業 長

が使用水量を計量することをいう。  

 （ ８ ）  戸 別 検 針 方 式  平 型 メ ー タ ー に よ り 個 別 検 針 す る こ と



をいう。  

 （ ９ ）  集 中 検 針 方 式  集 中 検 針 シ ス テ ム に よ り 個 別 検 針 す る

ことをいう。  

 （ 10）  個 別 徴 収  個 別 検 針 に よ り 計 量 し た 使 用 水 量 に 基 づ い

て 、 企 業 長 が 各 個 別 に 水 道 料 金 等 の 徴 収 事 務 を 行 う こ と

をいう。  

 （特定集団住宅等の認定基準）  

第 ３ 条  特 定 集 団 住 宅 等 の 認 定 を 受 け よ う と す る 中 高 層 住 宅 等 は 、

戸 別 検 針 方 式 又 は 集 中 検 針 方 式 の い ず れ か の 検 針 方 法 と し 、 企

業 長 が 別 に 定 め る 、 特 定 集 団 住 宅 等 認 定 基 準 （ 以 下 「 認 定 基

準」という。）に適合しなければならない。  

 （申請手続）  

第 ４ 条  特 定 集 団 住 宅 等 の 認 定 を 受 け よ う と す る も の は 、 特 定 集

団 住 宅 等 認 定 申 請 書 （ 第 １ 号 様 式 ） に 必 要 な 書 類 を 添 え て 、 企

業長に提出しなければならない。  

 （検査）  

第 ５ 条  企 業 長 は 、 前 条 の 申 請 が あ っ た と き は 、 貯 水 槽 以 下 の 給

水設備等について認定検査を行うものとする。  

２  前 項 の 検 査 を 申 し 込 む も の は 、 認 定 検 査 手 数 料 と し て 、 子 メ

ーター１個につき１，０００円を納入しなければならない。  

 （特定集団住宅等の認定）  

第 ６ 条  企 業 長 は 、 第 ３ 条 に 定 め る 認 定 基 準 に 適 合 し 、 前 条 の 認

定 検 査 に 合 格 し た も の に つ い て 、 特 定 集 団 住 宅 等 と し て 認 定 す

るものとする。  

２  前 項 の 認 定 を す る 場 合 に お い て 企 業 長 は 、 認 定 書 （ 第 ２ 号 様

式）を交付するものとする。  

３  売 買 そ の 他 の 理 由 に よ っ て 所 有 者 に 変 更 が 生 じ た と き は 、 第



１項の認定は新所有者に継承されるものとする。  

４  所 有 者 は 、 認 定 の 内 容 を 水 道 使 用 者 に 周 知 徹 底 し 、 問 題 が 生

じたときは責任をもって解決に努めなければならない。  

 （届出義務）  

第 ７ 条  売 買 そ の 他 の 理 由 に よ っ て 、 特 定 集 団 住 宅 等 の 所 有 者 に

変 更 が 生 じ た と き は 、 特 定 集 団 住 宅 等 所 有 者 変 更 届 （ 第 ３ 号 様

式）を、速やかに企業長に届け出なければならない。  

２  所 有 者 は 、 当 該 特 定 集 団 住 宅 等 に 居 住 し な い と き 又 は 居 住 し

な く な っ た と き は 、 所 有 者 が 行 う べ き 事 項 を 処 理 さ せ る た め 、

当 該 特 定 集 団 住 宅 等 の 居 住 者 の う ち か ら 代 理 人 を 選 定 し 、 企 業

長に届け出なければならない。  

３  所 有 者 は 、 給 水 設 備 の 増 設 、 改 造 又 は 撤 去 し よ う と す る と き

は、あらかじめ企業長に届け出なければならない。  

 （所有者の管理上の責任）  

第 ８ 条  所 有 者 は 、 集 中 検 針 盤 又 は 隔 測 メ ー タ ー 及 び 平 型 メ ー タ

ー 等 が オ ー ト ロ ッ ク 等 施 錠 装 置 内 に あ る 場 合 、 検 針 業 務 に 支 障

が生じないよう協力しなければならない。  

２  所 有 者 及 び 水 道 使 用 者 等 は 、 善 良 な 管 理 者 の 注 意 を も っ て メ

ー タ ー の 管 理 を す る と と も に 、 水 が 汚 染 し 又 は 漏 水 し な い よ う

給 水 設 備 等 を 管 理 し 、 異 常 が あ る と き は 直 ち に 企 業 長 に 届 け 出

なければならない。  

３  給水設備等の修繕に要する費用は、所有者の負担とする。  

４  第 ２ 項 の 管 理 義 務 を 怠 っ た た め に 生 じ た 損 害 は 、 所 有 者 の 責

任で負担するものとする。  

 （集中検針システムの維持管理及び費用負担）  

第 ９ 条  第 ３ 条 に お い て 、 集 中 検 針 方 式 を 希 望 す る 場 合 は 、 企 業

長の指定する集中検針システムを設置すること。  



２  所 有 者 は 、 前 項 に 基 づ い て 設 置 し た 集 中 検 針 シ ス テ ム を 、 越

谷・松伏水道企業団（以下「企業団」という。）に無償譲渡する

こ と 。 た だ し 、 企 業 長 が 特 に 認 め た も の に つ い て は 、 こ の 限 り

ではない。  

３  企 業 団 に 無 償 譲 渡 し た 集 中 検 針 シ ス テ ム に 使 用 す る 電 気 料 金

は、所有者が負担すること。  

４  第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 企 業 団 が 無 償 譲 渡 を 受 け た 集 中 検 針

シ ス テ ム の 維 持 管 理 及 び 隔 測 メ ー タ ー の 取 替 え は 、 企 業 長 が 行

うものとし、これに係る費用は企業団の負担とする。  

 （メーター維持管理負担金）  

第 10 条  所有者は、前条第２項の規定により、集中検針システム

を 企 業 団 に 無 償 譲 渡 す る 場 合 は 、 メ ー タ ー 維 持 管 理 負 担 金 と し

て 、 集 中 検 針 シ ス テ ム に 附 帯 す る 隔 測 メ ー タ ー １ 個 に つ き １ ５ ，

０ ０ ０ 円 （ 消 費 税 を 除 く ） を 企 業 長 の 指 定 す る 期 日 ま で に 納 入

しなければならない。  

 （計量および差額の徴収）  

第 11 条  水道料金は、子メーターの使用水量により徴収する。  

２  親 メ ー タ ー の 使 用 水 量 と 、 子 メ ー タ ー の 使 用 水 量 の 総 量 に 差

異 が 生 じ た 場 合 は 、 企 業 長 は 所 有 者 に 対 し 前 項 に 規 定 す る 水 道

料 金 の 他 、 上 回 っ た 使 用 水 量 に 対 応 す る 水 道 料 金 を そ の 差 額 と

し て 徴 収 す る も の と す る 。 た だ し 、 企 業 長 が 特 に 認 め た 場 合 は

この限りではない。  

 （認定の解除）  

第 12 条  企業長は、第６条に定める認定を解除しようとする所有

者 か ら 、 特 定 集 団 住 宅 等 の 認 定 解 除 申 出 書 （ 第 ４ 号 様 式 ） に よ

る 申 し 出 が な さ れ 、 支 障 が な い と 認 め た と き は 、 当 該 認 定 を 解

除することができる。  



２  企 業 長 は 、 第 ６ 条 に 定 め る 認 定 に 所 有 者 が 違 反 し 、 是 正 勧 告

し て も 、 な お 業 務 を 履 行 す る 見 込 み の な い と き は 、 当 該 認 定 を

解除するものとする。  

３  企 業 長 は 、 前 ２ 項 の 規 定 に よ り 認 定 を 解 除 し た と き は 、 解 除

通知書（第５号様式）により所有者に通知するものとする。  

 （検針方法の変更等）  

第 13 条  企業長は、集中検針方式の特定集団住宅等において、集

中 検 針 シ ス テ ム の 老 朽 化 等 に よ り 、 検 針 方 法 の 変 更 が 必 要 で あ

る と 認 め る と き は 、 所 有 者 と 協 議 の 上 、 戸 別 検 針 方 式 に 変 更 で

きるものとする。  

２  特 定 集 団 住 宅 等 と し て 認 定 さ れ た 建 物 に お い て 、 直 結 給 水 方

式 へ 変 更 す る た め 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 認 定 を 解 除 し た 場 合

に お い て も 、 集 中 検 針 方 式 を 継 続 し て 使 用 す る こ と が で き る も

のとする。  

 （委任事項）  

第 14 条  この規程に定めのない事項の他必要な事項は、企業長が

別に定める。  

   附  則  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 平 成 １ ８ 年 ６ 月 １ 日 か ら

適用する。  

２  改 正 後 の 特 定 集 団 住 宅 等 の 取 扱 い に 関 す る 規 程 （ 以 下 「 改 正

後の規程」という。）は、平成１８年６月１日以降に特定集団住

宅 等 の 認 定 申 請 を 受 け た も の か ら 適 用 す る 。 た だ し 、 改 正 前 の

特 定 集 団 住 宅 等 の 取 扱 い に 関 す る 規 程 に 基 づ き 越 谷 ・ 松 伏 水 道

企業団と協議を行ったものはこの限りでない。  

   附  則（平成１９年３月３０日規則第１３号）  

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。  



   附  則（平成２１年３月２６日規則第１号）  

 この規則は、平成２１年４月１日から施行する。  

   附  則（平成２３年１２月２８日規則第４８号）  

 （施行期日）  

１  この規則は、公布の日から施行する。  

 （経過措置）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 、 現 に 改 正 前 の 特 殊 集 団 住 宅 等 の 特 別 取

扱 い に 関 す る 規 程 及 び 特 定 集 団 住 宅 等 の 取 扱 い に 関 す る 規 程 の

規 定 に よ り 特 定 集 団 住 宅 等 の 認 定 を 受 け て い る も の は 、 改 正 後

の 特 定 集 団 住 宅 等 の 取 扱 い に 関 す る 規 程 の 規 定 に よ り 認 定 を 受

けたものとみなす。  


